
平 成 26 年 11 月 17 日 

（一財）自治体国際化協会 

 

 

「多文化共生セミナー」を開催します 
 

 

  

 

 

 

 

１ 日時  平成 26 年 11 月 21 日（金）  第１部 10：30～11:45 ／ 第２部 13:30～17:00 

     ※第 2 部は、視察先の都合により取材はご遠慮願います。 

  

２ 会場  第１部 事例発表会：主婦会館 8Ｆ スイセン（東京都千代田区六番町 15） 

第２部 現地視察会：東京港及び大田区多文化共生センター 

 

３ 対象  自治体関係者、地域国際化協会関係者、多文化共生施策に関心のある団体・個人 

 

４ 定員  第１部 100 人 ／ 第２部 50 人（ともに先着順） 

 

５ 主催  一般財団法人自治体国際化協会 

 

６ 取 材  ご希望の方は、11 月 19 日（水）17 時までに以下のお問い合わせ先まで、ご連絡願います。 
 
 

（添付資料） 

  ・資料１   「多文化共生セミナー」開催概要 

  ・資料２   「多文化共生セミナー」事例発表及び現地視察の概要 

 

 

 

 

 

2020 年東京オリンピックに向け、日本人と外国人が共に輝く地域をつくるためには、日常生活や災

害時などの様々な場面における企業・住民等の主体的な活動や自治体との連携が欠かせません。そ

こで、一般財団法人自治体国際化協会では、多文化共生施策の多様な主体による活動及び連携の実

例について紹介する多文化共生セミナー（事例発表会及び現地視察会）を開催します。 

報道提供資料 

一般財団法人自治体国際化協会 多文化共生課（担当：小畑） 

〒102-0083 東京都千代田区麹町1-7 相互半蔵門ビル6階 

Tel： (03)5213-1725  Email： tabunka@clair.or.jp 

〔お問い合わせ先〕 

※総務省記者クラブ 

全国知事会都道府県記者クラブ 



 
 
 

「多文化共生セミナー」開催概要 
 

 

第 1 部 多文化共生事例発表会（10:30～11:45） 

１．挨拶（10:30～10:40）                   一般財団法人自治体国際化協会 常務理事 舩山 範雄 

２．事例発表（10:40～11:25）（各発表15 分）  

(1)「セブン銀行による官民連携」      株式会社セブン銀行リテール営業部 主任調査役 植木 康晴氏 

(2) 「刈谷市による住民との協働」        刈谷市市民活動部市民協働課 協働推進係長 丹羽 雅彦氏 

公益財団法人愛知県国際交流協会 主査 杉山 美紀氏 

(3)「東京駅周辺防災隣組による災害時外国人帰宅困難者対策」   

東京駅・有楽町駅周辺地区帰宅困難者対策地域協力会 副代表 守 茂昭氏 

３．質疑応答（11:25～11:45） 

   ３事例についての質疑応答 

 

 

～昼食・移動（11:45～13:00／貸切バス）～ 

 

-----取材はここまで（第1 部のみ）-------------------------------------------- 

 
 

第２部 多文化共生現地視察会（13:30～17:00） 

４．視察①（13:30～15:00） 

  「東京港のまちづくり（『新東京丸』乗船）」 

視察先：東京都港湾局総務部総務課『新東京丸』 
 

～移動（15:00～16:00／貸切バス）～ 

５．視察②（16:00～17:00） 

  「東京都大田区の多文化共生の取り組み」 

視察先：東京都大田区多文化共生推進センター 
 
 
 
 
 

※ 発表の内容等は、今後変更になる場合がございます。 

 

資料１ 



 
 
 
 

「多文化共生セミナー」事例発表及び現地視察の概要 
 

１ 第１部 事例発表の概要 

① セブン銀行による官民連携 

・・・株式会社セブン銀行は、海外送金する際の ATM での操作を多言語で行うなど、外国人住民の生活

に関係の深い事業を展開。また、自治体等と連携し、多文化共生イベントを企画。この経験を踏まえ、

民間企業の視点からの多文化共生の関わり方等について発表。 

 

② 刈谷市による住民協働 

・・・刈谷市は、外国人住民の意見を反映した「刈谷市国際化･多文化共生推進計画」を策定し、この計画

に基づき、愛知県国際交流協会と連携し、地域の日本人住民と外国人住民が自然に楽しみながら交

流できる空間づくりとして「多文化共生コミュニティガーデン」事業を実施。この経験を踏まえ、自治体

と住民の協働について発表。 

  

③ 東京駅周辺防災隣組による災害時帰宅困難者対策 

・・・「東京駅・有楽町駅周辺地区帰宅困難者対策地域協力会」（通称：東京駅周辺防災隣組）は、平成１４

年に組織され、千代田区から自主防災組織としての位置づけを得て、地域特性を踏まえて外国人を

対象とした帰宅困難者避難訓練を実施。この経験を踏まえ、外国人帰宅困難者対策のポイント等に

ついて発表。 

 

２ 第２部 現地視察の概要 

① 東京港（「新東京丸」乗船） 

・・・東京港周辺地域は、首都圏の物流拠点としてだけでなく、五輪会場、居住地域として新たなまちへ

変化を続ける。2020 年東京五輪開催の影響を受け、日本全国でも、さらに多文化共生関連事業の

必要性が高まる。このため、これからのまちづくりのあり方を考える契機とするため、東京都港湾局

の視察船「新東京丸」に乗船し、東京港を視察。 

 

② 大田区多文化共生推進センター 

・・・「わかる日本語」での広報や未就学児童・生徒への日本語教室、大田区内 18 の支所毎に多文化共

生施策の展開など、特徴的な多文化共生施策を実施している大田区多文化共生推進センターを視

察。 

資料２ 


